

























































T ,r l 77 議を倣った然肘 ま九州地力でもみられ.水Elに伴って､体系





























































が､附 とても相 で比 なお､展示の眺 脚 部管理qmn御協力を附 した｡ 臥
中世の井戸枠の横型と実物 ｢鹿田iA称と廉fE]庄｣の展示の梯子
恒例の沖L占キャンバ
スでの展示会は､2005
占 糾 0)J26-30Elの5E]
I 川のI馴抱で､】75人の
見学IBが溺れました｡ 地血の上に陶磁器をのせた展示
-7t-7E-■■
月LJ化ノ?･的測タil法により.弥生時代のはじまり
を【!fく増える説がだされ.BL才EJ,これにr剰する
年代笛が盛んになっています｡-ノ)-.7即も同
人避跡をはじめ漸Tr内地ノJl=は.瀬Lplからの
文化の波及を知るうえで.PI昧疎い叫攻が多
く畑されています｡一部には仲代詮にもIu係
するものがあり.Jllrx/J:地域といえるでし上うO
今後のLIW兜の遊戯が_qiまれます｡(中村 大介)
lFl世の土給が徐々に変化する梯子を_#AベてJji示したり､
大きなE:l本地図の上に､了も代から中性に特産となっていた
土拾詩や陶磁諾諒をおいて､ILtl'古間大出跡にどこのものがきて
いるのかをわかるように展示したりしました｡正外な人tJtを
触めたのが､赤外線カメラで､普過では見えない文字が赤
外線をrFM Iすることで､見えるようになるところが外昧深い
という恋兄をいただきました｡
さらに今Ii】は､胞Hliu跡から州土した｢木製の利LllElL.の
ろi人形｣をモデルにした人形に也を韓ろうという体験学習
ろそろえ､人形の椀灘をつくりました｡木が-布.本物らし
くみえ､人L/tが7:.3かったです｡今lr)も展示､体験学rIともに
灯.評でした｡
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